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愛媛教職員組合（JTU えひめ） 
2019 年 8 月 20 日発行 

（えひめ夏物語版） 

  

                                          

 

２０１９年８月４日（日）、徳島市立隣保館「むつみ会館」で、阿波木偶箱廻し・三番叟まわしの歴

史など、被差別の人々が築いた生活文化・伝統芸能についての講話とフィールドワークで学びを深

めました。参加人数が少なかったにもかかわらず、丁寧な説明でとても勉強になり、また人

権意識をさらに高めることができ、明日へとつながる研修会になりました。  

＜研修内容＞  

訪れた場所は、芸能で生計を立てていた。東京の大工の２０倍の収入。当時の農民より豊かであっ

た。八幡神社の参道が地区の境であり、知らなければ蔵のある被差別地区より、貧しい家の地区の方

が被差別地区と思われるくらい。ムラの中でも貧富の差があり差別がある。貧しい人々が「それでも、

わしらはエタではない。」芸能を生計にしたムラ（掃除・キヨメ）であるが、他の人々（エタ）を差

別してきた。 

地域の芸能。ここから四国を広く回って営業。しかし２度のショック。戦争により減少、次に高度

成長期に減少。捨てられていく道具を買い集めて保存する。芸能を引き継ぎ、次代につなげる活動。

活動が評価されてユネスコ無形文化財登録。 

近代化に伴ってすたれた技を復活させることで地域の誇りを取り戻した。長い時間をかけて、ここ

まで高められたことの地域の団結力と実行力。 

吉野川は暴れ川で、たびたび氾濫した。そのため川のつけかえなどで治水工事が行われた。富を得

た藍の豪農はこの際、運河を作って大阪方面へ直接つながろうとしたが失敗した。川の氾濫は一方で

肥沃な土を恵んでくれた。里芋を植えると２倍の高さまでよく育つ。豪農は道楽で淡路島のプロの人

形浄瑠璃を呼び、天満神社の広い境内に舞台を作って毎年にぎやかに開催した。被差別部落の人々は

その警備と露店をやらせてもらった。被差別部落の人々が、プロの人形浄瑠璃を大衆化させたと思わ

れる。 

八幡神社の参道は、現在の２倍の幅で長さ４００ｍあり、昭和初期まで奉納競馬が行われ、１００

頭の馬が参加した。運営全般を被差別部落の人々が担っていた。 

「あなたの家は八幡神社参道の西ですか、東ですか？」このひと言で被差別部落の多くが、友だち

や恋人、仕事を奪われてきた。被差別地区は徳島市中心部に近いのに、地区外の人が家を建てた例は

ない。参道沿いの水路の流れは速く深さ１ｍ、長さ２０ｍくらい進んで暗渠に。 

ここで子どもが流されて死んだ。親は働きに出て、小さな赤ちゃんを子どもの兄弟に子守させる。

子どもはお遊びに夢中になっている間に、赤ちゃんは水路に落ちて流される。母親は自分が子どもを

見なかったことで自分を責める。 

生活におわれている母親の責任ではない。ここにだけ保育施設がないのが問題。保育ルームと老人

ルームをつくるよう要請した。今は保育園が離れた場所にできた。 



2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

《参加者感想》 

 経済的には他より被差別部落の方が裕福でも、そこで差別がなくなる訳では無いことがよく分かり

ます。一方で、一緒くたにされがちな被差別部落の中では富の差で差別に対する意識が別れていっ

たそうです。結局は被差別部落かどうかは関係ない、人の根っこにある『心』に目を向けることが

大切だと思いました。そんな中で昔から続いてきた「箱廻し」などの文化を継承し、保存していく

ということは、そのまま連綿と続いてきた『心』を残していくということだと思います。今と昔、

そのどれもから『心』を学んで、これからも生き方を考えていきたいと思いました。 

 

 厳しい差別を受けながらも、未来につなぐ解放の原点に、途絶えていた箱まわしの芸能を復活させ

た辻本さんのお話は、私たち聞く者の胸を熱くするものでした。洪水や差別に苦しんだ歴史を刻み

ながらも、同時に肥沃な土壌を背景に藍染め産業で多くの豪農を生み、辻本さんの幼少の頃の神社

に立つ市には、芸能文化の賑わいがあったと言います。三番叟まわし、を披露してくれた中内さん

や南さんはもう千軒も二千軒も冬の雪道を回っているそうです。伝統の芸は待つ人がいるから、と

いう言葉は貴重で、現在の私たちが、人間のくらしを問い直す修復の時代に生きているとすれば、

このむつみ会館の取組こそ、私たち未来を照らす確かな道しるべとなっていると思いました。 

 

                 

子どもたちと教職員の生活を守るため、共に考えましょう！      
 

私たち愛媛教職員組合は、年に数回、研修会（研究会）・交流会を開催し現場で 

の力量を高めています。ぜひ、ご参加いただき共に学びましょう。 

質問や感想がございましたら、ご気軽にご連絡ください。 
  

TEL（089）924－4546 ／ FAX（089）924－4403 ／ e-mail jtuehime@lime.ocn.ne.jp 

    HP  http://jtuehime.sakura.ne.jp/ 

愛媛教職員組合 書記長 堤 剛     

 

   

旧堤防が残っている唯一の場所             
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